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Impett, Kogan, English, John, Oveis, Gordon, & Kelt-
ner（2012）は，自己犠牲時の感情抑制が，Authentici-





ある（Impett et al., 2012）。また，益子（2009a, 2010）
は過剰適応が本来感を低下させることを示している。こ
こでいう本来感とは “ 自分自身に感じる自分の中核的な
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